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段階。第三期は全学実施段階と位置付けられている。   
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リレー形式で4回ずつ授業を担当した。第1回は  
オリエンテーション，第14回が最終成果発表会の準  








































（1）都市間題：「未来の持続可能都市を探る」   
佐藤慎也教授が都市問題について建築学の立場か  
ら4回担当した。課題は2点設定された。  
（1）未来の持続可能都市を表現する模型を作成する   
（800mmx550mm のボード上，スケール   
1／1，000）  
（2）未来の持続可能都市のシナリオをまとめる   














建築学の観点のみならず，歴史的・経済的・文化的・   
















































































授業が，認知的負荷は高いが，学習に対する意欲や，   
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1．クラスやグループの友人の考え方がよくわかった   18   
2一発表の準備がよい訓練になった   17   
3．口頭発表などプレゼンテーションの仕方が身についた   17   
4．グループディスカッションの進め方が身についた   16   
5．自分が関心を持つ分野について深い知識を得た   8   
6．先生とコミュニケーションがとれた   7   
7．論文（レポート）作成法を学んだ   7   







































（3）都市間題：「未来の持続可能都市を探る」   
後期では，未来の都市の模型を作っていくにあた  
り，前期と大きく異なる点が2つある。  
（1）グループ毎ではなく，受講生全員で一つのエリ   
ア，街を創っていく。  
（2）衝作りのフレームワークとして，あらかじめ以   
下のストーリーが設定されている。   
「何もないエリア。今から50年後，島にPuriumという何でもき  
れいにしてしまう水が発見される。やがてちいさな水のために工場  
が創られ，その水を求めて多くの人たちがやってくることになる。   
100年後にどのような街が出来ているか考えてみよう。」  
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1．クラスやグ／レープの友人の考え方がよくわかった   9   
2．発表の準備がよい訓練になった   9   
3．口頭発表などプレゼンテーションの仕方が身についた   9   
4．グループディスカッションの進め方が身についた   6   
5．自分が関心を持つ分野について深い知識を得た   3   
6」先生とコミュニケーションがとれた   5   
7．論文（レポート）作成法を学んだ   0   
8．テクスト読解や調査の技法を学べた   
※受講学生13名：回答数11名  












（4）総まとめ学習成果発表会   
最終成果発表会では，1人ずつ以下の2点につい  
て，受講学生11名がプレゼンテーションを行った。  
（1）完成模型プレゼンテーション   
各自の行ったこと，考えたことなどについてのプ   
レゼンテーション  
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今回，プレゼンテーションしなさいという要望があるのはもちろんだ   
し，そうじやなくても自分はこう思うのだというのが，こう，お互い   
ぶつかりあうというか，それによる，新たな意見がでてくるっていう，   
そういう瞬間っていうのがあって，コミュニケーション，自分から授   
業に参加するというのはこういうことなんだな，つていうのを改めて   
感じたように思います。様々な問題に取り組む姿勢ということなんで   
すが，今回，一番最初の教育だとか，温暖化 環境とか，科学的な，   
自分は，文系なのですが，そういう問題というのは，取り組もうと思   
わなければ，一生関わらないかも知れない問題なんですけれど，そう   
いうのがバラバラにあって，例えば，街作りというと教育だって関わ   
ってくるし，環境だって関わってくるし。だから，自分としてすごく   
思ったのは，一見，全く関連性のないような話題に関しても，必ず何   
処かで繋がっていて，それっていうのは，文系理系だとか，なにが得   
意不得意とか関係なく考えるべきものなんだなと思いました。やっぱ   
り，それが，一般的に社会というものに関して，教育だとか，根底的   
なところで通じるような話題であるほど言えるのではないかと改め   
て感じました。受講生B（2010／02／05授業より抜粋）  













ーニングスペースの動向調査」日本教育工学会   
第25回日本教育工学会全国大会講演論文  
集．48卜482頁．  
三宅なほみ2010「協調的な学び」佐伯月牛（監修）   
渡信一（編）『「学び」の認知科学事典』大修館書  
店459～478貢．  
溝上慎一 2007 「アクティブ・ラーニング導入の   
実践的課題」名古屋大学高等教育研究 第7号  
269～287貢．  
森朋子2009「初年次における協調学習のエスノ   
グラフイ」日本教育工学会論文誌33号．31～40真  
西森年寿 2009「大学の教養教育におけるアクテ  
ィブラーニング」学習情報研究9号．44・47貢．  





山形大学教育方法等改善委員会（編）2009『平成   
21年度 教養教育 授業改善の研究と実践』  
私は，前期もこの授業を受けていて，色んな意見を発表したつもりだ   
ったのですが，以外と前期は，同じ意見の人がいっぱいいて，あんま   
り深い諸にはならなくて，自分の意見を納得するという形だけだった   
のですが，今回は絶対に私の意見と反対の意見を持つ人が必ず出てき   
て，それを聴いていて，ああ，こういう考え方もあるんだなとか，こ   
ういう考え方を論破することはできないなとか，色々な方向で話があ   
って，やっぱり人それぞれの考え方があると実感しました。この授業   
を受けたことによって，そういうことも知りましたし，そういう意見   
に対して自分の意見をどのように通していくかを色々と考えること   
ができた。受講生A（2010／02／05授業より抜粋）  
全体の感想なんですが，街作りも勿論だし，一番最初の授業から今回   
までから全てに関して言えることなんですが，コミュニケーション。   
これは，コミュニケーションして議論したという回もあったし，すご   
く自分として考えさせられたものなんですが，基本的に大学っていう   
と，多人数の生徒が大教室に埋まって，教授の話を聴くみたいな，受   
け身的なものが，イメージが多く，前期もそうだったのですが。後期，  
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